
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

 

平成 21 年 6 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要：アメリカ文学におけるますキュリニティー研究の成果を摂取しながら、日本

史・東洋史、西洋史における母—息子関係の比較研究を行った。2006 年度に３回、2007 年度に

５回、2008 年度に１回の研究会と合宿発表会を持ち、それぞれの研究成果を発表して討論を行

った。2008 年には「家長権をめぐる＜母＞機能の比較史」というタイトルで比較家族史学会に

於いてミニシンポジウムを行った。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 6,300,000 1,890,000 8,190,000 

2007 年度 6,000,000 1,800,000 7,800,000 

2008 年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000 

年度  

  年度  

総 計 166,000,000 4,980,000 21,580,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・史学一般 
キーワード：ジェンダー・家族 
 
１．研究開始当初の背景 
男性と女性の非対称性、「階級」や「市民」
など一見中立な概念が如何に「男性的」であ
るかを鋭くついたジェンダー論において、従
来の研究は次のような議論に終始すること
が多かったと思われる。すなわち、政治・経
済・学問などの「公的」領域が男性にあてが
われ、女性には家庭という「私的」領域があ
てがわれた、さらに後者に比べて前者が優位
にたち、価値あるものと見なされたという議
論である。またジェンダーのメタファーが、
西洋／東洋、理性／感性などさまざまな領域
の非対称性と呼応していたことも指摘され

ている。しかし、男女にあてがわれた役割の
うち、母と息子というのは、このようなジェ
ンダーによる非対称性がおそらく唯一自明
になっていない例であろう。母は息子を産み
出すことができる。さらに儒教的な長幼の序
を重視すれば息子は決して母より上に立つ
ことはできない。またキリスト教社会におい
ても、しばしば子は両親を尊敬すべきである
といわれるのである。ジェンダー化された社
会に於いて、母と息子はどのような関係を取
り結ぶことができたのか。本科研のテーマの
設定は、このような素朴な疑問から始まった。
さらに、単なる生物学的な母—息子関係に限
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定することなく、より広く、「男性性」形成
への「女性」の関与を問うことを目的として、
課題を設定した。 
 
 
２．研究の目的 
①日本の歴史学界に於いて女性史の成果が
蓄積して久しい今日、＜母＞機能、すなわち
母親が遂行した、あるいは母親に期待された
役割についても多くの研究成果が発表され
ている。そのたいていは母性愛・出産・養育
など生物学的性別としての女性しか遂行で
きない、あるいは女性にもっぱら期待されて
きた機能についての研究が中心であった。ま
た母役割が「母性（産む）」という機能に集
中して取り上げられた結果、いわゆる生母が
考察の対象となる傾向が強かった。しかし女
性が果たす＜母＞役割は「母性（産む）」だ
けではない。生母、育ての母、乳母、法的意
味での母、宗教的・精神的な意味での母など、
諸社会集団において多様な＜母＞がそれぞ
れの機能を果たしていたのである。日本女性
史の新しい分野を切りひらいた女性史総合
研究会は、1980 年代以降、『日本女性史』『母
性を問う』『日本女性生活史』『ジェンダーの
日本史』などパイオニア的な研究を世に問う
中で、各時代の国家や貴族社会や民衆社会が
女性に要請する母性を明らかにしてきた。そ
こで課題のひとつとして浮かび上がってき
たのが、上で述べたような「母」機能の多様
性に応じた綿密な考察の必要である。本研究
では、このような研究状況を受けて、まず第
一に、家や親族といった「私」的領域におけ
る＜母＞の役割を考察するだけでなく、でき
る限り国家や共同体といった「公」的領域に
おける＜母＞の役割を明らかにする。 
②歴史学にジェンダー概念を導入するに当
たって先陣を切ったのは西洋史であるが、欧
米の学界では女性史においてもジェンダー
史おいても、親子関係より夫婦関係が重視さ
れる傾向にあり、母が考察の対象となり始め
たのは比較的遅かったように思われる。宗教
社会史の分野では、「母」のイメージが果た
す役割が重視されてきているようだが、日本
人研究者による邦語でのまとまった研究成
果は出されていない。その一方で、英米の学
界では近年さらに進んでマスキュリニティ
（男性性）が注目を浴びるようになってきて
いる。マスキュリニティの研究なくしてジェ
ンダーは語れないのではないかと思うほど
研究が蓄積しつつあり、日本でもドイツやア
メリカにおける「男性史」が紹介されている。
「男性性」が自明でなくなり、それが社会
的・文化的構築物であると明らかにされつつ
ある研究状況に鑑みれば、「男性性」形成へ
の「女性」の関与を問う視点はますます重要
となろう。従って、本研究では、家や社会に

おける＜母＞機能を問う場合、従来よく論じ
られてきた娘に限定することなく、史料が許
す限り「息子＝男性」との関係性の中で考察
しようと試みる。 
③すでに女性史総合研究会も課題として指
摘しているように、女性史・ジェンダー史の
比較研究はこれまで必ずしも十分ではなか
った。日本史・西洋史・東洋史でそれぞれ研
究の厚みや方向性が異なり、人的交流が必ず
しも円滑に進んできたとは言えないからで
ある。そこで、３番目の目的として、比較史
の視点をとりいれる。 
 
 
３．研究の方法 
各自が自身の専門分野に於いて、あらたな史
料を探し、討論の中でその史料の意義付けを
探る。また、アメリカ文学、日本史、近代ド
イツ史を中心にジェンダー論や母性の研究、
マスキュリニティ研究の動向を紹介しても
らった。研究会のレジュメ、質疑応答はアル
バイトの大学院生が記録をとり、全員に配布
し、皆で議論を共有することを目指した。最
終年度は合宿方式で各自の研究成果を発表
し、集中的に討論を行った。 
 
 
４．研究成果 
①母と息子の関係を示す史料がほとんど見
あたらないような社会もがある一方、「息子
に教育を施す母」だけでなく、「息子を勘当
する母」「息子を折檻する母」が見られる社
会も存在することが明らかになり、あらため
て比較史の有効性が確認できた。 
②前近代の「家」においては、女性が家長を
代行する事例や、家長権の遂行が妻・母・姉
妹などの女性を介したネットワークに支え
られながら維持されていく事例が複数観察
できた。近世日本の家訓においては父母の二
分はみられず、親としての機能が優越してい
るという指摘もある。この指摘と先の事例研
究を発展させ、2008 年秋の比較家族史学会で
は、「女性がなかば恒常的に家支配に参加す
ることを可能にするシステムが潜在的に存
在し、それらが家長不在や家長の無能などの
ある特殊な状況下で顕在化すると想定」した
日・東・西比較のミニシンポウムを行った。 
③女性（特に母親という立場）と権力や公領
域との接点の存在、ジェンダー差と世代差の
なかで展開される母と息子の力学の多様性、
親から父母への分化の問題、乳母を含めた女
性を介したネットワークの重要性などが指
摘できた。各自が出版を目指して論文を執筆
し、報告書として印刷した。また、報告書の
内容は、さらなる企画・検討を経て、学術書
としてミネルヴァ書房から来年度に出版予
定（内諾有り）である。 
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